
課所室業務棚卸総括表

16 部局 課所室 作成者（職） （氏名） （連絡先） 棚卸表コード No.

H16.7.15 商工部 工業労政課 － － － ⑯２商工０４ 6

実績(H15） 目標(H17) 人工数(人） 予算（千円）

未実施
不満率
50%以内

562,951

0.38倍 0.40倍 ４人 562,951

実績(H15） 目標(H17)

０１

30.2% 35%

０２

3.13 3.20

年度 担当（係）

作成日 労政担当

業務名称 労政業務

担当業務
目的 労働環境の改善に努める

勤労者に役立つ情報や機会を提供する

成果指標

上位目的 勤労者が安心して働ける環境をつくる 就労環境に対する満足度

有効求人倍率（パートを除く常用）

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円）

備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

就業支援
27,148

高校生就職
7,297

パートタイマー相
談
1,542

（１）就業支援事業（緊急雇用創出特別基金事業）
・雇用情勢が依然として厳しいことから、求職中の市民に対し就業支援講座を実施する。
・講座の内容は、パソコン講習、ホームヘルパー講習及び情報通信系就職支援講座とする。
（２）高校生就職支援事業（緊急雇用創出特別基金事業）
・就職を控えた高校３年生に対し、就職支援講習を行う。
・講座は、「面接対策」「マナー取得」等就職にあたって基本的な知識の習得を目的とする。

平成17年度以降は、特定財源がなくなるが、就職支援事業は継続したいと考えている。
（１）コールセンターの秋田市への進出が進み、今後1,000人以上の規模の雇用創出が見込まれる
　　ことや、こうした大規模な雇用に対応するためには、人材育成と人材供給が必要であるため。
（２）高校生の就職支援については、本来、教育現場で実施されるべきものと考えるが、実際には
　　ほとんど行われていないことが現状である。また、国及び県においても、同様の講座等を実施
　　しているが、受講人数に制限があるなど、不十分であることから、市としてこれを補完する必
　　要がある。

就職率（受講者のうち就職した割合）
①職業相談窓口の開設及び求人情報提供
②就業支援事業の実施

勤労者の福利厚生や健康増進を支援する テルサ管理
233,144

サンライフ管理
78,428

体育館管理
6,221

テルサ整備
837

サンライフ整備
4,724

勤労者福祉
補助金
25,000

労働金庫預託
160,000
補助金
2,000

（３）指定管理者制度による秋田テルサ管理運営事業
　　　指定管理者である（財）秋田市勤労者福祉振興協会による効率的な管理運営を図る。

（４）サンライフ秋田管理運営事業及び西部体育館管理運営事業
　　　管理運営を（財）秋田市勤労者福祉振興協会に委託し、円滑な管理運営を図る。
　　　なお、両施設とも、平成17年度には指定管理者制度に移行するための設置条例改正が必要
　　　となる。

（５）労働者福祉対策事業
　　　①勤労者の生活の安定を図るため、東北労働金庫秋田支店に対し生活資金の貸付原資を
　　　預託する。
　　　②勤労者の福利向上を図るため、共済給付事業、福利厚生事業及び貸付事業などを実施
　　　している秋田市勤労者福祉サービスセンターに補助する。
　　　なお、自立化に向け補助金の見直しを検討する。

勤労者の年間利用回数

①施設（テルサ、サンライフ、西部体育館）の活用
②福利厚生の向上

 平成16年度（前期）行政経営会議用  様式２
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実績(H15） 目標(H17)

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円）

備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

０３

67,190 74,000

０４

169,823 172,000

０5

73 70

①シルバー人材センターの支援

勤労者および事業所の意識啓発 勤労者雇用
推進
222

労政活動費
1,668

工業労政課
人件費
14,026

市内勤労者数（毎月勤労統計調査地方調査）

①勤労者の表彰
②労働団体活動支援
③労働環境の把握

高齢者の能力を活用する

補助金
10,000

（６）高年齢者就業機会確保事業費補助金
高年齢者の就業機会確保を目的に設置された（社）秋田市シルバー人材センターの事業運営に補助
する。
なお、自立化に向け補助金の見直しを検討する。

延就業人数

出かせぎ者支援

出かせぎ援護対
策
694

出稼ぎ者数（出稼ぎ手帳発行数）

①出かせぎ手帳の交付
②出かせぎ者の無料健康診断
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